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江戸川区

ニ ュ ー ス
① 回収量が増えている要因は何？

② 有効なＰＲ方法は？

③ 雑がみを回収して回収量を伸ばそう！

団体のみなさま、前回は「集団回収アンケート調査」にご協力いた

だき誠にありがとうございました。６６２団体にお願いし、３３７団体から

回答をいただくことができました。

本号ではみなさまの回答を基に、回収量アップの要因をさぐってい

きます。

やりがいや目標を明確にし

て回覧板や掲示板でＰＲす

るとモチベーションが上がり、

回収量アップにつながること

が回答から見えてきました。

独自に広報誌などを作成し

周知しているという団体もあ

ります。

②やりがいや目標を明確にしてＰＲ！

平成25年度は、10,000トン近

くの雑がみが燃やすごみとして

家庭から排出されています。

古紙回収量を上げるには

雑がみの回収が必要不可欠

です！

③ 雑がみを回収している団体

１．行政回収から集団回収に出す人が増えた 20.4％

２．ＰＲ活動をした 19.0％

３．回収作業の協力者を増やした 13.4％

４．新規入居者に参加してもらった 10.2％

ＰＲ活動を積極的に行い、参加者を増やすことが重要で
す。特に、“声掛け”が効果的です。“声掛け”を行うこと
で共助の力が生まれ、回収作業の協力者の増、転入者の

新規参加などが期待できます。

① 回収量アップの主な要因ＢＥＳＴ４

第4号 平成26年11月発行
編集・発行

環境部清掃課ごみ減量係

☎ ５６６２－１６８９
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★集会場の運営費（電気代など）に充てたい。

★神輿の修繕費という目標がある。

★ママさんのネットワークやPTAだよりによる周知活動を行う。

★マンションの修繕費が必要という旨を総会で発表し、会員で共有した。

★12月の餅つき大会のための費用獲得がモチベーションになっている。

★子ども会の活動資金のために意欲的に取り組んでいる。

広報誌

◯◯◯

町会

回収量アップの秘策!!
～集団回収アンケート調査の結果を分析！～

回収量アップ団体の目標・ＰＲ



平成26年11月現在、約９割の地域で既に集団回収を実施しています。活動の形は様々で、町会・自治会、子ども会、ＰＴＡ、

くすのきクラブ、管理組合などが主体となり実施しています。しかし、集団回収を知らない方や知っているけれど区の行政回

収に出している方がまだまだたくさんいると考えられます。また、今は活動しているが、子どもの減少や役員の高齢化などで

活動の継続に不安を抱いている団体も少なくないと思います。

江戸川区環境部清掃課ごみ減量係

☎０３－５６６２－１６８９

活動団体の紹介 ～鹿骨四丁目町会子ども会～

☆江戸川区からのお知らせ☆

世 帯 数 700世帯

参 加 者 子ども25名 町会役員5名 父母11名

回収品目 新聞・雑誌類・段ボール・紙パック・アルミ缶

回収場所 各集団回収集積場所（約24か所）

回収頻度 毎月第1日曜日

回 収 量 年間約40トン

◎集団回収は資源の持ち去り防止だけではなく、地域コミュニティの醸成にも繋がります。

◎今回は雨の中頑張っていた「鹿骨四丁目町会子ども会」の活動を取材しました。

☆ぜひ、会員の皆様でご覧ください。枚数が不足の場合は必要数

をお渡ししますので、ごみ減量係までご連絡ください。☆

《各種団体との連携により参加者を増やしていきましょう！》

《実施地域は約9割ですが、まだまだ参加者を募集していきます》

回収量維持の為のＰＲ方法や要因は？

町会などとの連携はどうですか？

区では集団回収に参加していない方にいかに参加していただくかがポイントと考えます。そこで町会・自治会や子ども会、

ＰＴＡなど、団体間で連携を図ってみてはいかがでしょうか。平成26年5月に実施したアンケート結果を基に、協力していただ

ける団体に働きかけを行っていきます。また、集団回収に協力していただける団体（町会・自治会、子ども会、ＰＴＡ、くす

のきクラブ、管理組合、その他住民団体）がございましたらごみ減量係までご連絡ください。

雨ニモマケズ、頑張っているぞ～！

◎町会では青少年部を中心に子ども会と

一緒に集団回収を行っています。

◎子ども会では父母の方も参加し、賑や

かに活動しています。

◎回収日当日は広報車で回収しながらＰ

Ｒの放送（アナウンス）を流しています。

◎子ども会の行事と合わせることで参加

者を増やしています。

集団回収の目標をどうぞ！

◎例えばフリーマーケットとの同時実

施など、集団回収をイベント化して楽

しく行っていけたらと思います。

やりがいや報奨金の使い道は？

◎参加者同士で情報交換やコミュニ

ケーションがとれ、人の繋がりを感じ

ることができます。

◎老若男女関係なくお友達ができま

す。地域行事の連携が取りやすくなり

ました。

◎子ども会・野球部・太鼓部の備品

やユニフォーム、ハッピなどの購入に

充てています。

アルミ缶は広報車で回収します

これから各家庭から回収したアルミ缶の

袋入れ替え作業を行います！

会長 石井 規之さん 代表徳蔵 主幸さん

③無事終了！

②テントで

雨対策！

①作業

開始！


